
取組実施地域・
学校の指定

令和５年度「読書活動推進事業」

実施内容 成果課題

【大阪府の取組み】
○大阪府独自の情報活用能力体系表の作成
○事業実施校に担当教員を配置
○事業実施校へスーパーバイザーを派遣
○事業実施校への指導助言

○府内の小中学校ともに、不読率が
全国平均を上回っている。

○小中学校ともに言語能力・情報活
用能力の育成が必要。

○学校図書館の環境整備・授業での
活用が進んでいない。

事業のねらい

【市町村の取組み】
○事業実施校の選定・成果普及計画等の設定
○事業実施校の進捗管理及び訪問支援
○事業実施校の公開授業及び校内研修支援

【事業実施校の取組み】
○言語能力・情報活用能力の育成に
向けた学校図書館を活用した授業実践

○公開授業、校内研究の推進
○学校図書館を活用した実践事例の作成

【研究成果の周知】
○フォーラムによる分科会の実施
（オンデマンド形式と集合型によるハイブリッド実施）
○事業実施校の取組を府教育庁ＨＰにＷＥＢアップ
〇協力校への学校公開参加者 ４３０名

事業実施校の実践を参考
に学校図書館を活用した
授業づくりを府域内へ広く
普及・発信
動画視聴回数 219回
フォーラム参加 228名

令和５年
５月(%)

令和５年
１２月(%)

わからないことや知りたいこと
があったとき、本やインター
ネットなどで調べている

80.9 84.6

本やインターネットなどで調べ
たことをもとに、自分の考えを
まとめて書いたり、話したりし
ている

57.7 65.4

学校図書館での学習や、本や
資料を使って調べることは楽
しい

62.1 71.3

【児童生徒アンケート】（小・中学校）

参考：学校図書館を活用した授業実践例

（大阪府教育庁ＨＰ）
http://www.pref.osaka.lg.jp/shochugakko/gakkoutosyokan/index.html

令和５年度事業
（大阪府教育委員会）
委託費 ８００，０００円

吹田市、高槻市、茨木市、守口市、
大東市、東大阪市、八尾市、羽曳野
市、藤井寺市、大阪狭山市、和泉
市、高石市、岸和田市、貝塚市
【１４市】
小学校１１校 中学校５校

【令和５年度学校図書館活用授業単元数】
(授業モデル、令和５年２月時点)
合計 小学校193事例 中学校104事例

○学校図書館活用授業の実践事例を府域へ発
信、さまざまな教科等で主体的・対話的で深
い学びの実現に向けた言語能力を育成する授

業づくりを普及。

【大阪府情報活用能力ステップシート】
○大阪府として、義務教育９年間を見据えた情
報活用能力の育成を府域全体で行っていくため
学校図書館活用及びICT活用に必要なスキルを1
つの体系表にまとめた大阪府独自の「情報活用
能力体系表」を作成し、府HPで公開するととも
に冊子として各校に配付。

学校図書館を活用した授業を行うこ
とで、情報活用能力・言語能力の育
成を図る。事業実施校には、学校図
書館活用に造詣の深いスーパーバイ
ザーを派遣し、授業づくりや環境整
備に向けた指導助言を行うととも
に、事業実施校の取組みを広く普及
させ、府域の学校図書館の機能の充
実をめざす。



②学童保育所や登校に不安を抱えるこどもへの取組

（那智勝浦町へ再委託）

令和5年度 「読書活動推進」委託事業

実施内容 成果・課題課題

(1)小学校の給食時間での朗読放
送や通学合宿・公民館でのよみき
かせ及び関連図書の設置を実施す
ることで読書習慣の形成を試み、
効果の測定を行う。
(2)学童保育所や登校に不安を抱
えるこどもに対して本を介したコ
ミュニケーションを取り、小学校
低学年及び中学年における読書習
慣の形成を試み、効果の測定を行
う。
(3)上記の取組に対し県が設置す
る企画運営委員会内で助言等や県
立図書館から図書貸出の支援を行
うことで、人材や、蔵書量に課題
を抱える自治体での取組の参考に
なるよう検討を行う。

○小学校から中学校に進むに従い、
読書離れが顕著になっており、小学
生期の読書習慣の定着が課題

○本県は図書館設置率が全国平均よ
り低く、読書環境の面においてこど
もが読書活動を行う上での課題

事業のねらい

③取組への助言や図書貸出の支援
（和歌山県が実施）

【対象】
那智勝浦町内の学童保育所5か所
（小学校１～4年生約50名）
登校に不安を抱えるこども
で青少年センターの学習指導に通
う児童・生徒10名を訪問

【成果】
（ボランティアによるよみきかせの取組）

朗読放送の実施後に関連図書を手に取
る児童が多く見られたことから、読書の
きっかけづくりとして一定の効果は確認
できた。

（和歌山県）

【取組内容】
小学校の給食時間での、朗読録音CD、ライブ朗読の放送

や通学合宿、公民館でのよみきかせにより、こどもたちの
読書への興味を誘った。同時に朗読図書を含む関連図書を
学校へ貸し出し、読書につなげた。

上記、2町での再委託事業に対する助言を行った。不足
する図書についても県立図書館から貸出を行った。

【課題】

（ボランティアによるよみきかせの取組）

図書館利用者の増加や読書冊数の増加
等といった数字での効果は現れにくいが、
読書への興味の定着化を図るためにこど
もが集まる場を新たに開拓し、継続して
よみきかせの取組を行うことが必要であ
る。

【取組内容】
個々の興味関心を聞き取り、書籍・電子書籍の紹介を行
うことでコミュニケーションを図り、読書を促した。

事業成果報告書

①ボランティアによるよみきかせの取組
（かつらぎ町へ再委託）

【取組内容】
かつらぎ町内の小学校

（5校 713名）

（学童保育所での取組）
学童保育所内では一定の効果があった

が、家庭での読書習慣定着には至ってい
ないので、その部分を補う新たな取組が
必要である。

（学童保育所での取組）
こどもが飽きないよう月に1回の訪問

時に図書を入れ替えた。低学年のこども
も楽しめるよう選書を工夫し、よみきか
せも併せて行うことで読書への興味を持
たせた。

（登校に不安を抱えるこどもへの取組）
こどもだけでなく保護者も一緒に楽し

める図書を選書することで、図書がこど
もと大人（保護者や支援員）のコミュニ
ケーションの架け橋となった。



令和５年度  ｢ふくしまの未来をひらく読書の力 プロジェクト」 委託事業 福島県教育委員会

● 学校段階が進むにつれ
て、子どもの読書離れ

● 学校司書、図書館司書
との連携

学校・家庭・地域が連携し
て子どもの読書活動を推
進し、乳幼児期から思春期
に至るまでの発達段階に応
じて切れ目のない読書活動
を推進することにより、生
涯にわたる望ましい読書習
慣の形成を目指す。また、
学校司書、図書館司書との
連携を図りながら、子ども
たちの読書環境の整備を
推進する。

課 題

事業のねらい

第１回６月２３日
第２回２月７日
○ 不読率の低減に向けた読
書活動推進事業

○ 学校司書、図書館司書と
の連携の在り方

○ 子供の発達段階に応じた
読書活動推進事業

○ 事業の成果についての評
価、検証、分析

企画運営委員会

ポスターセッション・総括

【乳幼児期】～「遊び」を取り入れた空間作り～

平田村立ひらたこども園 主任保育教諭 桑原 真希 氏

【小学校期】～授業とのつながり・読み聞かせ～

郡山市立富田東小学校 学校司書 遠藤 広美 氏

【中高校期】～「直接的アプローチ」「間接的アプローチ」～

福島県立会津西陵高等学校 主任学校司書 阿部 多喜子 氏

【図書館・読書ボランティア】～読書の町づくり～

矢祭もったいない図書館 館長 緑川 宏子 氏

【ポスターセッションの総括】～子どもを取り巻く読書環境～

福島大学 名誉教授 髙野 保夫 氏

講演

〇 生涯にわたって読む喜びを味わえるように、子どもと良質の本との出会いを支えて

いくこと、そして何より、読む喜びをともに分かち合うことこそが大人の役割であると

感じた。

〇 まずは、子どもの読書を支える者同士がコミュニケーションを充実させ、読書に対す

る意識を高め、共通の目的をもって取組を進めていくことで、子どもも保護者も積極的

に読書に親しむと感じた。

〇 家庭・地域・学校が一体となり、読書のきっかけとなる環境をつくっていくことが大

切だと感じた。

参加者の声

○ 乳幼児期から思春期に至る切れ目
のない読書活動について、ポスター
セッション、専門的な講義、図書館
や学校での体験的な演習等、様々な
研修スタイルで実施し、理解を深め
ることができた。

○ 読書環境整備について、オンライ
ン・オンデマンドで実施し、「子ど
もの視点」「多様な子ども」「デジ
タル社会への対応」「学校と公立図
書館との連携」について研修するこ
とができた。

成 果

【講義①】「子どもの視点に立った読書活動の在り方」
埼玉県立飯能高等学校 主任司書 湯川 康宏 氏

【講義②】「デジタル社会に対応した読書活動の在り方」
長野県高森町立高森北小学校・高森町子ども読書支援センター
司書 宮澤 優子 氏

【講義③】「多様な子どもたちの読書活動の在り方」
星槎大学特任教授・認定ＮＰＯ法人エッジ会長 藤堂 栄子 氏

【講義④】「学校と公立図書館との連携～新潟市の事例～」
新潟市立中央図書館 新潟市学校図書館支援センター 主任 渡邊 実和 氏

学習院大学文学部教育学科 教授 秋田 喜代美 氏

「乳幼児期から高校期までの

切れ目の無い読書活動のために」

「読書の町を体験しよう ～読書×○○で何がうまれるのか～」

【ユーパル矢祭】

もったいない文庫、本の交換スタンド、ワークショップ開催の展示

【もったいない図書館】

図書館・キャラバンカー見学、手作り絵本コンクール作品の展示

【矢祭小学校】

図書館（メディアセンター）見学、子ども司書、としょ部の紹介

体験・演習

「オンライン・オンデマンドによる司書等研修会」

「発達段階に応じた読書研修会」



年間３回の読書活動実
行委員会の開催

事業名：藤岡市読書活動実行委員会

実施内容 成果課題

①「朝読書の提言」の共有

〇小中学校だけではなく、家庭と
の連携を図り、さらなる読書習
慣の定着ができるようにする。

〇子どもの実態に合わせた、子ど
も主体の「中学校卒業までに読
みたい本！」を選定する。

〇「朝読書」の充実を通して、昨年
度まで児童生徒の読書量は着実に
増加してきた。家庭での読書習慣
は定着しているとはいえない。

〇平成３１年度に策定した「中学校
卒業までに読みたい本！」が子ど
もの実態に合わなくなってきた。

事業のねらい
②「中学卒業までに読みたい本！」の改訂

③教職員研修の実施

④「家読（うちどく）メール」の送信

令和４年度に、連携型小中一
貫校ごとに「朝朝読書」の充実
に向けた「朝読書の提言」を改
訂した。本年度は提言を基に
成果と課題を話し合う機会を設
けた。

毎月第４土曜日を「家読の日」として、家庭での読書を啓
発するため市内全保護者に「家読メール」を送付した。

○１年間の成果と課題の振り返り

〇「中学卒業までに読みたい本」

の活用に向けて

来年度「中学校卒
業までに読みたい
本!」を周知、活
用するために各校
でビンゴカードを
作ったり、リール
レットを作成した
連携型一貫校があ
った。

令和5年度読書活動推進事業
藤岡市教育委員会

藤岡市の読書活動の推進のために年
３回の実行委員会を開催した。
①「朝読書」の成果と課題について
②「中学卒業までに読みたい本！」
の選定について

③「中学卒業まで
に読みたい本！」
の周知と活用に
ついて

『生きる力を育む「朝読書」
静寂と集中』の著者である東
京新聞出版部長岩岡千景氏を
講師に、令和５年度読書活動
実行委員会研修を実施した。

平成３１年度に策定した各連携
型小中一貫校の「中学卒業ま
でに読みたい本！」の改訂を
行った。今回の改訂では、アン
ケートや図書委員会の協議な
ど児童生徒主体の選定となる
よう各校で工夫してもらった。

第３回読書活動実行委員会で、本年度
の成果と課題の振り返った。「子ども
達主体で、『中学校卒業までに読みた
い本！』を選んだことで、図書館に来
る児童が増えた」、「保護者からアン
ケートをとり保護者とも連携して本の
選定ができた」といった振り返りがあ
った。



取組実施地域・
学校の指定

事業名：令和５年度「読書活動推進事業」

実施内容 成果課題

○学校図書館の各種センター機能を生か
した取組を普及させることで、児童生徒
の読書習慣の形成及び読書活動の推進に
つなげる。
○児童生徒に読書習慣や情報活用能力を
身に付けさせるために、魅力ある学校図
書館の図書整備体制や読書環境整備体制
を構築する。

事業のねらい

①学校図書館担当者研修

②指定校での実践

③子ども読書活動推進フォーラム

学校図書館の開館時間帯や公共図書館と連携した取組例、
学校図書館の利用率を上げる取組等について、県内各校に
おける取組事例を共有・展開

2022年 2023年

貸出冊数 865冊 1028冊

令和５年度読書活動推進事業
（奈良県教育委員会）

橿原市（橿原市立晩成小学校）

◯学校図書館・学校図書室や地域の図書館
にどれくらい行きますか

「ほとんど、または、全く行かない」と回答した
児童生徒の割合
小学校46.6% 、中学校69.3%

◯学校の授業時間以外に、１日当たりどれく
らいの時間、読書をしますか
「全くしない」と回答した児童生徒の割合
小学校28.8% 、中学校43.9%

令和５年度全国
学力・学習状況調査より

◯市内児童生徒の不読率
小学校29.2%、中学校46.6%

◯学校図書館の書架整理等、
環境整備が不十分

・指導主事による説明
・学識経験者による講演

 オンライン配信
（参加者１１１名）

電子書籍を活用
した全校読書

ＰＯＰ作成教室とビブリオバトルの紹介

絵本かるた作成

全校一斉による電子書籍を活用した
読書の時間の設定や、市立図書館と
の連携による出前授業等、多種多様
な取組を実施

・指定地域による実践発表
・学識経験者による講演

県教育研究所への参集及びオンライン
配信のハイブリット開催
（参加者７２名）

学校関係者だけでなく、子どもの読書活動に関心のある方も参加

○研究指定地域における成果

○学校図書館関係者等への周知

・「読書が好き、どちらかといえば好
き」と回答した児童の割合は、全６学
年中５学年において増加した。

・市立図書館におけるモデル校区対象
年齢児童の貸出冊数が18.8%増加した。

・学校図書館担当者研修を実施し、県
内各校の現状や取組を周知することに
より、司書教諭及び学校司書をはじめ
とする学校図書館担当者の資質向上を
図った。

（参加者の研修内容満足度：95.9％）

・奈良県子ども読書活動推進フォーラ
ムにおいて、研究指定地域の取組をも
とに、学校図書館の充実の意義やその
取り組み方等について周知することに
より、子どもの読書活動の推進に向け
た雰囲気の醸成を図った。

（参加者の研修内容満足度：100％）

※2022年及び2023年11/7～12/30の貸出冊数

１学期 ３学期 比較

第１学年 84.3% 95.9% +11.6

第２学年 84.9% 86.8% +1.9

第３学年 75.5% 77.8% +2.3

第４学年 75.5% 77.2% +1.7

第５学年 79.1% 71.0% -8.1

第６学年 77.1% 81.3% +4.2



「学校図書館の活性化に向けた調査研究」委託事業 令和 5 年度事業（東京学芸大学） 委託費 285,230 円 

 

Web サイト・事業報告会 

サイトのリニューアルを実施。来年は他機関

との連携も視野にいれ活動予定。報告会は、

今年も全国各地からの参加があった。大学生

の参加も多く、教員志望者の学校図書館活用

に関する理解を深めることができた。 

課題・事業のねらい 

●学校図書館を活用した授業実践 

全附属校で授業実践に取り組み、デー

タベースに事例もしくはブックリスト

を掲載した。その中から校種の異なる

2 校が実践報告をした。 

・附属国際中等教育学校 

・附属特別支援学校 

●学校司書のための研修プログラ

ムの企画・実施・効果の検証 

●『先生のための授業に役立つ学

校図書館活用データベース』の 

改良と普及 

●研究成果の発表 

成果・課題 実施内容 

授業実践 

① 附属国際中等教育学校 

・理科と美術科の教科横断的な学習の試み：学校

図書館がつなげる学年を超えた学びの場の創出 

② 附属特別支援学校 

・特別支援学校における学校図書館活用 小学

部を中心に 

司書研修の実施（7 月 25 日、27 日） 

「学校図書館図書の購入促進」に即した研修を志

向しオンラインで開催。蔵書構築とデジタルアー

カイブについて学習した。 

●事業報告会の開催（12 月 16 日） 

・2 校の授業実践校の報告および事業委員による

講評 研修報告・事業委員による座談会（見逃し配

信も含め約 250 名） 

Web サイト『学校図書館活用データベース』によ

る情報発信および、サイトのリニューアルを実施。 

https://www2.u-gakugei.ac.jp/~schoolib/ 

掲載 動画配信 

動画配信

 

授業実践 

① 異なる教科の連携は、同時期に授業をす

るのではなくリレー形式で行い、その際

継続して図書館連携をすることで、生徒

の学びの深化がみられる。 

② 特別支援学校の児童らが有する困難さは

一人ひとり違うため、教職員の側も様々

な形式の図書資料に精通し、適切手渡す

ことが求められる。 

（課題）今後は、附属学校での授業提案を公

立学校で実施し、その有効性を検証したい。 

司書研修 

●当日視聴：186 名 見逃し配信 154 名 

●「学びを支援する学校図書館をつくろう」

というテーマで、アナログ編・デジタル編を

実施。受講者からは高い評価を得た。今後も、

タイムリーな話題と、司書が教員と一緒に参

加できる研修を企画したい。 



事業名：生徒の主体的な読書活動を推進する図書館の充実

実施内容 成果課題

①電子図書館を活用した授業サポートⅠ
国語「ビブリオバトル」サポ―ト

①授業連携で図書館・電子図書
館の利用を活発化。
②読書意欲を高める環境を充実
し不読率を低減。
③読書・図書館を通した生徒活躍
の場の提供。

図書館利用の活性化

コロナ期間を経て、図書館利用が減
少。利用の活性化のため授業サポー
トと生徒の主体的な図書館活動を充
実が課題。

事業のねらい ②電子図書館を活用した授業サポートⅡ
情報「新書」・英語「多読用洋書」の充実

③生徒参画の図書館イベントを開催。電子図書館やHPで紹介し図書館利用をアピール

国語の授業で
【名作ビブリオバトル】開催
★電子図書館に
「岩波文庫セット100冊」購入
★生徒の本紹介動画を
電子図書館で配信

年度 ビブリオ
バトル開
催クラス

図書館授
業(年間）

高校生の
不読率

2022 ２３ ３８０ １０％

2023 ３７ ６４７ ５％

○ 授業連携で図書館の授業
利用が昨年の1.5倍

〇 高校生の不読率が低減

★全国高校生ビブリオバトル
ゲスト特別賞受賞

令和5年度読書活動推進事業
関西創価中学校・高等学校

電子書籍で新書・洋書
購入。
長期休暇の課題資料と
しても活用し好評。

実
施
内
容

高校生ビブリオバトル
校内代表決戦

オーケストラ部の
ミニコンサート

書道部の
ワークショップ

★大阪府中学生ビブリオバトル優勝

https://www.asahi.com/edua/article/15036214

電子図書館で
イベント動画を
配信。
図書館のアピ
ール

★教育誌EduAで生徒紹介「読書のチカラ」



取組実施地域・
学校の指定

事業名：令和５年度「読書活動推進事業」

実施内容 成果課題

①学校図書館の機能を活用した校内研究○授業の際に、学校図書館を効果的
に活用ができていない。

○児童の読書に対する関心に個人差
があり、読書量が不足している。

事業のねらい
②学校司書との連携（授業づくり）

③多様な図書資料の活用

④読書意欲向上を目指した環境づくり

国語科における実践を中心に、
他教科でも学校図書館の機能を
生かすという視点で授業研究会
を行い、授業構想力を高めた。

学校司書の選書による学年本
棚を設置したり、学習に活用
できる図書のコーナーを設置
したりするなど、教師も児童
も図書資料を手に取りやすく
する工夫を行った。

教師おすすめの本を並べたり、
「児童おすすめの樹」を掲示し
たりして、児童の読書の幅が広
がるように学校図書館の環境を
工夫した。

○学校図書館の機能を活用した授業改善

○学校司書との連携による学校図書館・
授業の充実

○学校図書貸出冊数（４月～12月）

【学校評価アンケート質問項目】
教師：子どもが自分でよく考えたり、調べた

りできる工夫（取組）をしている。
児童：自分でよく考えたり、調べたりしてい

る。
【肯定的回答の割合】

学習成果物を学校図
書館や市立図書館等
に掲示した。児童は
次年度の学習に見通
しをもつことができ
た。また、学習の様
子を地域へ発信する
ことができた。

令和5年度読書活動推進事業
滋賀県教育委員会

米原市立坂田小学校

○学校図書館の機能を校内研究に位
置付け、「主体的・対話的で深い
学び」の実現に向けた授業改善に
取り組む。

○学校司書と連携し、学校図書館を
効果的に活用した授業を行う。

○児童の読書に対する関心を高め、
読書量を増やす。

国語科の授業の様子 児童 教師

令和４年７月 85.7％ 87.1％

令和５年７月 89.2％ 92.0％

授業や学習の中で、自ら調べて
解決しようとする児童が増加した。

令和３年度 5,728冊

令和４年度 9,132冊

令和５年度 10,530冊

担任と相談して必要な図書資
料を市立図書館から収集した
り、児童の資料選びを補助し
たりするなど、学校司書の参
画で授業が充実した。



取組実施地域・
学校の指定

事業名：令和５年度「読書活動推進事業」

実施内容 成果課題

①学校司書と連携した授業づくり

○学校司書と担任・授業担当者の連
携により、学校図書館の計画的な
活用を行い「主体的・対話的で深
い学び」の実現を目指す。

○生徒の読書への興味を高め、学校
図書館を活用した取組を充実させ
る。

○授業での学校図書館の活用が進ん
でおらず、生徒の主体的・協働的
な学習活動の支援が不十分である。

○生徒の読書への興味に個人差があ
り、読書量が不足している。

事業のねらい
②「全校ビブリオバトル」の開催

③学習センターの機能を強化

④生徒ボランティアによる学校図書館リニュー
アル

必要な資料を市立・県立図書
館から収集し、その資料をも
とに、テーマにそった協働的
な学びを設定した。

自分のお気に入りの本を紹介
する取組をビブリオバトルの
形で行った。全校で行うこと
で読書への関心が高まり、的
確に伝えるための表現力の向
上にもつながった。

積極的に学校図書館で授業を行
うことにより、学習センターの
機能を強化するとともに、生徒
の学校図書館利用の促進を図っ
た。

より使いやすい学校図書館にす
るためにリニューアル作業を行
った。多くの生徒ボランティア
が参加し、読書スペースを広げ
るなど魅力ある学校図書館づく
りを行った。

○「読書センター」「学習センター」
「情報センター」の機能の強化

○読書の状況

（「生徒対象学校評価アンケート」より）

令和5年度読書活動推進事業
滋賀県教育委員会

米原市立大東中学校

肯定的回答

令和５年７月 48.8％

令和６年１月 61.3％

・学校図書館を活用する機会の増加
国語科や社会科における学校図書館を

活用した授業では、図書資料とインター
ネット上の情報をバランスよく活用でき
た。
・主体的・対話的な学びの推進
「全校ビブリオバトル」による、目的

意識をもって、仲間とともに語り合う経
験を重ねたことが、他の学習活動にも生
かされた。
・居場所としての学校図書館
学校図書館が心地よい居場所、交流の

場となっており、昼休みに利用する生徒
が増えた。不登校傾向の生徒の学びの場
ともなった。

「読書をしていますか」という項目に対
し、学習で学校図書館を活用する機会が
多かった２年生において肯定的回答が
12.5％上昇した。



事業名：令和5年度「読書活動総合推進事業」

実施内容 成果課題

②第7回指導主事研修会の開催(オンライン，2023.11.23）

〇指導主事自身も，司書教諭自身も
そして学校現場の管理職・一般教
員・学校司書・ICT担当教員・ICT
支援員等，全ての学校関係者が学
校図書館の機能を知り，司書教諭
の役割の重要性を認識すること。

〇司書教諭の活動が促進されるよう
に，教育委員会内の研修体制が確
立され，実効性のある研修が実施
されること。

〇研修の企画・実施に役立つ研修モ
デルプログラムを提供すること。

○学校図書館の整備・活用を推進す
るには，学校を指導する教育委員
会学校図書館担当指導主事が，学
校図書館の機能や司書教諭・学校
司書の役割等について理解してい
なければならない。

○しかし，指導主事は２，３年で異
動することが多く，学校図書館に
関して専門に学んできた人は少な
いので，指導主事が学校図書館に
ついて認識する機会が必要である

〇学校においても学校図書館の整備
・活用を推進すべき司書教諭の役
割の重要性について，管理職・一
般教員・ICT教育担当者等の認識
が低い。

事業のねらい

③パンフレットの作成と配付
『これからの司書教諭の活動と研修』

1.司書教諭の役割を歴史的に振り返る
2.司書教諭の存在意義・役割
3.数字で見る司書教諭の活動と現状の課題
4.教育委員会が司書教諭の活動を促進するため   
の研修体制

①研修モデルプログラムの再検討 〇指導主事研修会後のアンケートから，
司書教諭の役割の認識が深まったこ
とが明らかであった。

○指導主事研修会後のアンケートから，
指導主事同士の意見交換ができたこ
との意義が表明されていた。

○指導主事研修会後のアンケートから，
今後実施してみたい研修会テーマに，
これまで実施した研修会では見られ
なかった，「管理者向け」や「一般
教員向け」の研修や，「学校図書館
担当者とICT担当者の連携」のテー
マが見られた

〇一般参加者からも，この研修会で得
られた情報を教育委員会へ伝える旨
のコメントが寄せられた。

令和5年度読書活動推進事業
（公益社団法人全国学校図書館協議会）

昨年度事業で作成した研修モデルプログラムを
再検討して，司書教諭の活動の促進をすすめるべ
くプログラムを追加したり組み合わせたりして充
実を図った。

（公社）全国学校図書館協議会Webサイトからダウンロード可

1.今、もう一度司書教諭の存在意義を確認する

2.司書教諭の活動促進のための研修を考える
3.グループディスカッション・報告

88名申込，76名参加



取組実施地域・学校の指定

実施内容 成果課題

①企画運営委員会の実施

②学校図書館機能を活用した授業づくり研修会の実施

③学校図書館機能を活用した研究授業・協議会の実施

④先進地視察の実施

○課題

○学校図書館を活用した授業改善
学校司書の配置校数の増加や教員の意識

改善等により、学校図書館を活用した授業
を行おうとする教職員が増えてきている。

写真・図表等

写真・図表等

令和５年度読書活動推進事業
（和歌山県）令和５年度「読書活動推進事業」

宮小学校（推進校）において、「教員
による学校図書館活用の充実のた
めに」の実現に向け、司書教諭と学
校司書との連携に重点を置き、研究
授業・協議会を行い、モデルケース
の検討を行った。

本年度取り組んできた内容と比較
しながら、京都市の学校図書館、
教員と学校司書の連携の様子等
を視察することで、新たな気付きや
モデルケースの共有を行うことが
できた。

・参加者等の変化については、今後の追跡が必
要である。
・本年度取組の普及は不十分であるため、汎用
性の高いものに重点を置き普及していく必要が
ある。

学校図書館教育実施状況調査票（小学校）より

○本県においては、平成２５年度から学校司書の配置
が進み、令和４年度は３０市町村のうち２６市町に合
計８０名が配置されている。しかし、１人で数校を巡
回していることが多く、国が掲げる１．３校に１人と
いう配置には至っていない。市町村においては、配置
に向けて前向きに取り組んでいただいているが、人材
の確保が困難であるということや山間部があるため、
複数校をまわっていくのも大変だという現状がある。
○令和２年度「学校図書館の現状に関する調査」にお
いて、和歌山県の小学校における学校図書館図書標準
の達成状況は５７.６％、中学校４５.７％であり、学
校図書館における物的整備の状況は低く、蔵書整備状
況としても、児童生徒等の読書環境の整備に資する多
様な蔵書状況とは言い難い。さらに、刊行後時間の経
過とともに最新の情報を記載していない古い図書が保
有されている状況もあり、計画的に整備が進んでいな
いという現状にある。学校図書館ボランティア等の協
力も得ながら、学校図書館の整備・充実に努めている
ところであるが課題は依然として残る。

事業のねらい
●主体的・対話的で深い学びを効果的に進める基盤とし
ての役割を担う学校図書館の在り方や、学校司書の有
用性等を県内に広く普及する。
● 学校司書に向けた研修を実施することで、資質・能力
の向上を図るとともに、これから求められる学校図書館
の在り方を共有し、学校図書館の環境整備と機能の強
化を図る。

推進校（宮小学校）
令和２年度子供の読書活動優秀実践校

連携校
（三田小学校・太田小学校・宮北小学校）

本調査研究の概要を周知するとと
もに、事業の取組を共有し、学校
図書館や学校図書館資料を利活
用することが授業改善につなが
っていることを学び、関係職員
等の意識の向上に繋げた。

学校図書館司書等を対象に、「情報
センター」としての学校図書館の整
備や児童生徒の情報活用能力の育成
に係る学校図書館資料の効果的な活
用等を学ぶことにより、学校司書等
の資質・能力の向上を図り、学校図
書館の環境整備と機能の強化を促進
した。

○学校図書館の取組の普及

学校図書館評価表の項
目作成を通して、自校の
学校図書館に必要だと
考えられるものや環境整
備について再認識した。

より実践的な研修となるよう、学校図書館の更
なる整備や機能強化に向けての重点ポイントを
明確にするために、学校図書館評価表の項目
の作成に取り組んだ。

・学校図書館を活用した授業の実施頻度学校図書館を活用した授業の実施頻度

令和４年度 令和５年度

週に１回程度 ５４．９％ ６０．８％

月に一回程度 ３３．３％ ２７．５％

学期に一回程度 ９．１％ １１．８％

年に一回程度 ２．０％ ０%

全く活用してない ０％ ０%
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